
ま
え
ば
し
じ
ょ
う

群
Ｆ

前
橋
城
遺
跡

第

死
ε

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
前
橋
市
大
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
群
馬
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
赤
山
容
造

・
巾
　
隆
之

・
相
京
建
史

・
桜
岡
正
信

・

井
川
達
雄

・
藤
巻
幸
男

・
片
野
雄
介

。
高
島
英
之
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

発
掘
調
査
は

一
九
九
二
年

一
月
か
ら

一
九
九
六
年
五
月
ま
で
七
次
に
わ
た
つ

て
行
な
わ
れ
、
木
簡
は

一
九
九
三
年
四
月
か
ら

一
〇
月
ま
で
行
な
わ
れ
た
第
三

次
調
査
で
検
出
さ
れ
た

一
号
井
戸
か
ら

一
点

（本
誌
第
一
九
号
）、　
一
九
九
四
年

四
月
か
ら

一
〇
月
ま
で
行
な
わ
れ
た
第
五
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
七
号
井
戸
か

ら
二
点

（本
誌
第

一
七
号
）、　
一
五
号
井
戸
か
ら

一
占
〔
（本
誌
第
一
九
号
）、
六
九

号
井
戸
か
ら
七
点

（本
誌
第

一
九
号
）
の
計

一
一
点
が
出
上
し
て
い
る
。
紀
年

銘
を
有
す
る
も
の
は

一
点
も
無
い
が
、
遺
構
の
状
態
や
伴
出
遺
物
な
ど
か
ら
い

ず
れ
も
近
世
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
報
告
す
る
の
は
、
第
二
次
調
査
で
検
出
さ
れ
た
六
九
号
井
戸
か
ら
出
土

し
た
木
簡
の
う
ち
、
そ
の
後
の
整
理
作
業
の
中
で
確
認
さ
れ
、
本
誌
で
未
報
告



釈文の訂正と追加

で
あ
っ
た
六
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

木
簡
は
確
認
面
か
ら
深
さ
三
―
四
ｍ
付
近
の
人
為
的
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。

遺
物
の
様
相
か
ら
最
終
的
に
近
代
に
な
っ
て
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

〔摂
河
泉
力
〕

ω

　

「
□
□
□

〔埼
埼
城
城
力
〕

。
「＝

廿

」

〔強
力
〕

「□
□
□
□
」

「日

回□

」

囚
房
力
〕

名
□
□
□
□
口
□
」

Ｌ
□
　
□
　
　
□
」

（
鴻

じ

×

６

ｅ

×

り
　

ｏ
欝

］
］
］
×

卜
ω
Ｘ

卜
　

ｏ
解
牌

〕
⇔
∞
×

（
伽
⇔
）
×

∞
　

ｏ
∞
μ

牌
⇔
『
×

（
卜
⇔
）
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
『
∞
×

（
卜
ｏ
）
×
∽
　
ｏ
∞
］

8 い る

―
(2)

②
　
。
「□
□
□
□
日
日
日
□
」

(4)⑥
　
。
□
　
」

。
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（覇
Ｉ
Ｇ
Ｘ
釦
霞

今
回
報
告
す
る
も
の
に
は
断
片
が
多
く
、
木
街
の
内
容
や
用
途

・
機
能
が
判

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
い
は
下
端
都
及
び
右
側
面
部
が
欠
損
。
裏
面
は
未

調
整
で
あ
る
。
文
字
は
、
現
状
で
表
面
に
三
文
字
分
確
認
で
き
る
。
②
は
、
左

右
側
面
及
び
下
端
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
概
ね
原
形
を
と
ど
め
て
い

一

習
書
で
、
多
数
の
文
字
を
重
書
す
る
。
近
世
の
習
書
木
簡
は
極
め
て
珍
し

関
係
文
献

群
馬
県
教
育
委
員
会

『前
橋
城
遺
跡
Ⅱ

群
馬
県
庁
舎
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
盆
九
九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
島
英
之
）




